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次　回
５月23日の
例　会

　皆様こんにちは。それでは富士山シリーズ第42話、富士登山競走と富士登山駅伝についてお話
させて頂きます。

42富士登山競走と富士登山駅伝
　富士登山競走と富士登山駅伝は、共に日本一標高の高い富士山頂を目指す大会です。
　標高2,000メートルを超えると一気に酸素が薄くなり、歩いていても息苦しくなるのに、この２つの競走はそこを
走って登るのです。
　先ず、富士登山競走ですが、こちらは山梨県の富士吉田市が主催しており、昭和23年から開催されています。平成
24年で第65回を迎えた歴史ある大会で、毎年７月下旬に開催されています。
　標高770メートルの富士吉田市役所をスタートすると、吉田口登山道を利用して山頂までの約21キロを走破する
「山頂コース」と５合目までの15キロを走破する「５合目コース」の２コースでレースが行われます。
　「山頂コース」の完走率は４割程度ですから、かなり過酷なレースといえますが、これまでの最高記録は平成18年
に出された２時間32分40秒というとてつもないタイムです。
　一方、富士登山駅伝はというと静岡県御殿場市などが主催しており、大正２年から開催されています。もともとは
こちらも富士登山競争という名称でしたが、昭和30年に改称、昭和14年から昭和25年と昭和30年
から昭和40年の２回の中断をしていますので、平成24年に第38回を迎えた１世紀近い歴史を誇る大
会です。
　毎年８月初旬に開催され、御殿場市陸上競技場から御殿場口登山道を利用、山頂の浅間大社奥宮を
折り返し地点に往復し、各チーム６人が１１区間約47キロを４時間程度で襷をつなぐ競走です。
　両レース共、一般人が５合目から頂上まで８時間ほどかけて登ることを考えると頭が下がるばかり
です。

★12 ： 30点鐘
★ＹＭＣＡ東山荘
★心臓血管外科における最近のトピック
　富士病院 心臓血管外科 部長 寺田　仁先生

週報
http://www.gotemba-rc.gr.jp/
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※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

4/18のメーキャップ5/9の出席報告
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勝又　洋君・小野寛幸君・齋藤　保君・田代博久君 
豊山　篤君・内海隆治君・渡辺　巌君・山内強嗣君
 

会　員　慶　事

●会員誕生日／５月21日　田代博久君
●皆　出　席／５月13日　大和田浩二君（３年）

第2277回　例会プログラム
●例　会　場／名鉄菜館
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／第３回クラブフォーラム　全員



高村　繁男
臼井　良太
秋田　　敬
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司会
大胡田明寿君

出席報告
大和田浩二君

皆出席
神谷高義君

会員誕生日
戸栗太平君・池谷正徳君

ソングリーダー
秋田悦夫君
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　例会にお邪魔するのは今年で８年目になります。今回は皆
さんにお願いをしたいことがあって伺いました。
　私の前の代表であります高橋節三先生が亡くなって13年目
になります。
　今年６月に富士山の世界文化遺産登録がほぼ決まりまし
た。私も富士山と数十年係わってきてこれからも係わってい
きます。故高橋先生が「富士山の砂礫に植林をすることは恐
ろしいこと」と話していたことが最近ようやくわかってきま
した。
　砂礫に木を植えることは、外来の植物が下からどんどん上
がってくることで、この恐ろしさから先生は大反対していま
した。このたび富士山のために何かしたいと思い、富士山の
森林を守る会としてNPO「ホシガラスの会」を立ち上げるこ
とになりました。
　子供たちの為にも大人がもっと富士山に係わってもらいた
いと思っています。私たちは砂礫に木は植えませんが、死ん
だ森林を再生することは必要だと考えています。野鳥を通じ
て係わっていますと、植林をしたところには営巣地がないこ
とが解ります。人間と同じように危険な場所には巣は作らな
いということで、野鳥は砂礫の森林は危険であることが解っ
ています。
　NPOの名前であるホシガラスは貯食をする鳥で、ドング
リ・ブナの実を砂の中に埋めます。これに芽が出て森林を再
生・復活させるのにすばらしい鳥です。この鳥に因み、私た
ちも森林を再生・復活させていきたいと思います。今年の富
士山世界文化遺産のタイミングにも合わせて、多くの方に係
わっていただきたいと思っています。これから会員の募集を
していきますのでぜひ皆様方にご協力をいただけますようお
願いいたします。

菅　常雄様

早朝例会 探鳥会

公益財団法人 日本野鳥の会
東富士支部長
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　愛鳥週間（バードウィーク）は、最初アメリカで始まりま
した。もともとアメリカでは４月10日に「植樹祭」が行わ
れていましたが、1894年にペンシルバニア州オイルシ
ティー市の教育長をしていたバブコックが、植樹祭と結びつ
けて小鳥を守ろうという「バードデー」を考え、1894年の
５月４日に行われたのがはじまりです。
　日本では昭和22年４月10日に第１回のバードデーが東京
の日比谷公会堂で開催され、野鳥保護の公演、映画、音楽と
舞踊などが演じられました。
　しかし、日本は南北に国土が長いため、第１回が行われた
４月10日では北の地方はまだ積雪があるということで、１
か月ずらした５月になりました。また、より多くの人に知っ
てもらおうということで、昭和25年からは５月10日から16
日までの一週間を愛鳥週間としました。
　では、愛鳥週間を日本では誰が始めたのかと申しますと、
ＧＨＱ（連合国最高司令部）天然資源局野外生物科長オー・
エル・オウスティンの勧告に沿って結成された鳥類保護連絡
協議会という当時の文部省・農林省・東京都・日本鳥学会・
山階鳥類研究所・新聞社・放送関係などからなる会で、この
会は現在の公益財団法人日本鳥類保護連盟に当ります。
　愛鳥週間の愛鳥とは、鳥を手元においてかわいがるという
ことではなく、自然の中で自由に飛び回る鳥を愛でるという
ことです。
　また、愛鳥週間は単に鳥だけでなく、鳥にとって棲みよい
環境、つまり、鳥をとりまく生態系をふくめて守っていこう
という愛鳥思想を普及するため、象徴として定められた一週
間です。鳥の活動が活発になり、私たちの目にふれる機会も
多くなるこの時期、ぜひ鳥を通して自然保護の大切さを実感
し、考え、そして広めていただきたいと思います。

高村繁男君

探鳥会 会長挨拶

愛鳥週間

本日のゲスト井口君、若林君を
よろしくお願いいたします。
根上眞一君、梶原一正君、
望月　茂君、勝又安彦君


